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Q.面白かった・良かった記事をお選びください。（複数回答）

編集部から

井上さんのパーソナリティやビジョンを
知れて、今後の新規事業についても期待が
高まりました。

18

24

30

目次

Features

Web版も公開中です。
本誌を含めて直近10号分を
ご覧いただけます。

※取材は、マスク着用などの感染症対策を講じた上で実施しました。写真撮影時のみマスクを外しております。

普段分からない、皆さ
んのプライベートに対

する

こだわりが垣間見えて
面白かったです。

よく知っている人のお気に入りアイテムを
見るのは、口コミ的な感じで信憑性が
あり、興味が湧きました！

「井上さんが就任されたことで何か
変わるんじゃないか」と、ワクワクする
気持ちになれました。

36

ちょうど引っ越しをしたばかりで
良いガジェットを探していたので、
とても参考になりました。

距離感の近い内容で読みやすかったですし、井上さんに親しみを感じることができました。

市場や株についてあまり知ら
なかったので、

マクロミルへの理解をさらに
深める良いきっ

かけになりました。

株価や株主、ひいては会社の成長
を見据えて仕事に取り組もうと改
めて思いました。

機関投資家やアナリストの方のお話で、外から見たマクロミルについて知れたのが新鮮でした。高い期待をされていることに嬉しく思いつつ、それに応えられるよう自分も貢献したいなと感じました。

企業を成長に導く

データ
利活用の
重要性
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米田恵美子（よねだ・えみこ）さん

P&GジャパンのCMKにおいて、数々の新商品開発やマーケティング

戦略を牽引。ファブリーズやレノアの市場導入を担当し、カテゴリー

市場規模を約2倍に拡大した他、アリエール/ボールドのリブランディ

ング成功によるP&G洗剤カテゴリーのビジネスV字回復と市場拡大

にも貢献。執行役員として会社全体の売り上げ・利益伸長を目指した

ビジネス並びに組織戦略をリードし、P&Gジャパンを退職。その後、

ゲームメーカーや外食産業での広告宣伝本部長及びCMO職を経て、

2018年に独立し、インサイト・ピークスを設立。長年にわたる様々な

経験を通して積み上げてきたナレッジを、必要としている人や組織に

伝えている。
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ク
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取
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役
社
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社会やビジネスの第一線で

活躍する人へのインタビュー企画

Interview
Special
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「専門家」以外の人のための
リサーチ&データ活用の教科書
問題解決マーケティングの秘訣は、これだ！

■ご著書の紹介
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米田様はP&Gに在籍されていた頃、ファブリック&ホームケア領域を長くご担当。
「マーケティングをする上でリサーチが神髄となる領域を長く担当させてもらったからこそ、今の私があると思っています」（米田様）

※

3

８
月
に
、ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社×

イ

ン
サ
イ
ト
・ピ
ー
ク
ス
社×
マ
ク
ロ
ミ
ル
の
３

社
合
同
セ
ミ
ナ―

を
開
催
予
定
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北海道でドライブをしている時に数匹
のエゾシカに出くわしたので、車を停め
て撮りました。たまたまカメラ目線をく
れたのが嬉しかったです（笑）。

浅井一毅さん
グローバルリサーチ本部

「春を待つ」というタイトルと、静かに佇む自転車たちが絶妙にマッチしている素晴らしい作品。辺りを青白く照らす照明や、
降っている雪の雰囲気をしっかりと捉えられており、撮影技術の高さがうかがえます。綺麗な写真を撮るには「水平・垂直」の
バランスが大事なのですが、この写真は上手に均整が取れていて、構図も良いですね。

コロナ禍で写真を撮る機会が減っているかもしれませんが、写真を撮ったり見たりする楽しさは変
わらないはず。そこでこんな時だからこそ、フォトコンテストを開催♪皆さんからは「とっておきの
一枚」が10 0枚以上も寄せられました。執行役の方々による厳正な審査の結果、グランプリが
決定したため発表します！

足立健太郎さん
TOYOTAプロジェクト推進室

helrogram

足立健太郎さん
TOYOTAプロジェクト推進室

helrogram

こちらを真っ直ぐ見つめるエゾシカ。撮
影時に、望遠レンズを使われたので
しょうか。周囲が綺麗にボケており、草
木に囲まれた背景の中でもしっかりと
被写体が浮かび上がっています。目が
合った瞬間をそのまま切り取ったよう
な、力強い一枚です。

奥に見える眼鏡橋と、手前の足場のラ
インが作り出すリズムが、構図の美しさ
を際立たせています。また、不安定な
足場を渡る被写体のジッと足元を見つ
める視線から、まさにタイトルの「慎重
に」が伝わってきます。水面に映る影も
良い雰囲気。

長崎へ旅行に行った際のワンシーン。 
足元が不安定な中慎重に渡っていました。

よく使うスマホアプリを2つ紹介
します。

Adobe Photoshop Lightroom
色調や明るさなど細かく編集で
きるのでかなりオススメ。

VSCO(スマホアプリ)
フィルムカメラ風のフィルターが
多く、いわゆる｢エモい｣写真に
仕上げられるアプリ！

FUJIFILM X-T2/ XF18-55mmF2.8-4 R LM OIS

OLYMPUS OM-D E-M10

雪が深い間、ここで静かに待っている自転車た
ちがなんか可愛らしかったです。

FUJIFILM X-T2/ XF35mmF1.4 R

2

3

1
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写真からでも涼しさを
感じられる所がすごく
好きです。 

森に行かずとも出会える、我が家の熊さ
ん。温かい熊のアウターを着て、お散歩
に出かけて帰ってきたら、ぐっすり寝てし
まいました。生後4カ月頃の娘です。 

北海道の美瑛にある池です。
感動する美しさなので、機会があれば
是非行ってみてください。

応募作品はどれも素晴らしく、難しい審査になりました。
上位3位に次いで、審査員からの評価が特に高かった3枚をご紹介します。

ここでは100枚以上の力作の中から、ミルコミ編集部内で特に人気だった作品をお見せします。皆さんの色とり
どりな個性や表現を、ぜひ作品から感じてみてください。
※紹介しきれなかった作品は後日Web社内報『NOW』に掲載予定！

落合亮太さん
法務総務本部

李徳命さん
リサーチアーキテクツ本部

早川桃加さん
リサーチアーキテクツ本部

楊皓如さん
デジタルテクノロジーズ事業本部

三脚を使ったのでしょうか。綺麗な川の流れる様子
がスローシャッターでよく表現されています。撮影位
置や構図も考えたであろうことがよく分かり、撮影者
の狙いが伝わる一枚です。

フィルム独特の階調※・色合いを活かしていて、
雰囲気のある作品。建物を境に、空と海が配置
され、さらに空・建物・海がきっちり三分割で収
まっていて、構図の美しさにも目を見張ります。
※明るいところから暗いところまでの段階（グラデーション）
のこと

写真左下に写る登山者2人との対比によって、
北アルプスの山々のスケールがうまく作品に落
とし込まれていますね。折り重なる山々から太
陽に向かうS字状の配置によって奥行きが強調
され、さらに山の雄大さを引き立てています。

Sony α6000 

ZenFone 3

有休を使って、平日の
空いている東京ディズ
ニーリゾートにカメラ
を持って散歩に行くの
が好きです。その時の
写真です。

Sony Cyber-shot DSC-TX30

厳冬期の北アルプス入山4日目。
槍ヶ岳でのクライミングを終え、
飛騨沢を下降するパートナー2人。 

写ルンです

コバルトブルーの幻想的な風景。立ち並ぶカラマツもどこか神秘的。

カメラマンの友人（の師匠）が所有している河口湖畔のハウススタジ
オにて。
車齢42年のスクーターですが、中央道をガンガン走ってくれます。くま
を擬人化して、ひなたぼっこしながら愛車を愛でる気持ちを表現。

藤森亮さん
第1事業本部

Nikon Df

くまに自分を重ねるような表現が素敵な一枚。
愛車を愛でる気持ちが伝わってきます。

思わず笑顔になってしまう可愛らしさ。どんな夢を見ているのでしょうか。

Adobe Photoshop Lightroom
手軽に使えて重宝しています。

Nikon Z 6

鳴海あゆむさん
リサーチアーキテクツ本部
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GWに、慶良間諸島周辺でダイビングをし
た時に遭遇したウミガメと私です。
梅雨入り前日の一瞬の晴れ間で、海の中
まで日が入っていました！

今回の審査は、執行役の4名にお願いしました。当日、会場には素敵な応募作品がズラリ。作品には、
タイトルと作品説明のみを記載し、どなたの作品かは分からない状態にして見ていただきました。
審査は難航しましたが、議論の末、全員一致でグランプリ作品が決定。なんと足立さんが１位、２位を独占
する結果となりました。また、どれも本当に素晴らしく、「すべての作品に賞を贈りたいね」というコメント
も。たくさんのご応募、本当にありがとうございました！

細谷梨菜さん
第1事業本部

OLYMPUS Tough TG-6

澄んだ青い海に、ウミガメの堂々とした泳ぎっぷりも良いですね。
どこかへ連れて行ってくれそうです。

久々に帰省でき、地元石川県小松市の那
谷寺まで散策に行った際に撮りました。
青々しい苔があまりに綺麗で、母と深呼
吸しまくりました。

林文佳さん
デジタルテクノロジーズ事業本部

iPhone 12 Pro

素敵でしょ。そう写真ではわからない
ですが、この後喧嘩してます。でも素敵
でしょ。5年連続くらい毎年沖縄（離島）
に行っていたのですが、今はもうコロ
ナで断念です。あー、さみしい。

岸上忠弘さん
デジタルテクノロジーズ事業本部

iPhone

早朝は光の屈折により水面の色が変化しやすく、そのタイミン
グを狙ってみました。熊の目撃情報の看板があり、ヒヤヒヤし
ながらカメラを構えました。 

吉村志保さん
エムキューブ

Sony α5100

かなーり昔、フィルム時代の一眼レフでは折り紙
大のカラーフィルムをレンズに被せて撮影するの
が楽しかったです。今はiPhoneでも簡単に同じこ
とができそうですよね。

誕生日に行った東京ディズニーランドで初めてエレクトリカルパレードを見ました。
大好きなキャラクターが次々と出てくるキラキラしたパレードを、目を輝かせながら
見つめていました。

山口加菜さん
データマネジメントプラットフォーム事業本部

iPhone 13 Pro

嬉しさや不思議さ、驚きなどすべてが詰まった真剣な瞳に、こちらも引き込まれてしまいそう。

加工ならばAdobe Photoshopが
使いやすいと思います！

まるで一面緑の絨毯のよう。いまにも青々とした香りが漂ってきそうです。

鏡のような水面に浮かぶ別世界。まさに絶景です。

兄妹の様子が微笑ましい一枚。見守るような視点に、岸上さんの愛情を感じます。
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アンケートに回答いただいた方の中から

抽選で30名に渋谷さんの著書を

プレゼントいたします！

詳細はP. 43をご覧ください。
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コーポレートコミュニケーション・IR本部

有吉夕希さん

出版にあたり、村岡さん以外にも特に下記の方々が関わりました。執筆協力

データビジネスデザイン本部

安野将央さん
データマネジメントプラットフォーム事業本部

瀬川順弘さん、山口加菜さん
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下瀬貴子

松本麻友美

柳川亜紀子

田代正和

池田牧子

岩原希未

神前愛美

星隼平

横田理恵子

金子満里菜

今号の特集は、「どう創る？ちがいが活きる組

織」と題して、様々な角度からマクロミルにおけ

るDiversity & Inclusion（以下、D&I）の実態をご

紹介しました。「ダイバーシティ」や「多様性」と

いう言葉は近年よく耳にするものの、その重要性、

D&I委員会の取り組みや想い、社内の事例など

については詳しく知らなかった方もいるかもしれ

ません。改めてそれらを伝え、D&Iについて考え

る契機にしてもらえたらと思い、本特集を企画し

ました。

取材を進める中で特に印象的だったのは、皆さ

んが口を揃えて「マクロミルはフラットだと感じ

る」と仰っていたこと。偏見が少なかったり、相

手を尊重できる方が多かったりするのはマクロミ

ルの良さの一つだと改めて感じる一方で、今後向

き合うべき課題があることも実感しました。これ

からもマクロミルの良さはそのままに、課題と向

き合いながら、「ちがい」を活かして新たな価値

を創出する会社を、皆で創っていけると良いなと

思います。今号の誌面が、D&Iについての理解を

深め、気づきを得る一助になれば嬉しいです。

編集部一同

Vo l . 1 6 8

©Macromill, Inc. 2022

PRESENT

今号は、「Special Interview」（P.24-29）にご登場いただいた米田恵美子さんの御著書と、データマネジメントプラット

フォーム事業本部 渋谷智之さんの御著書（P.36-41でご紹介）を、アンケートに回答いただいた方の中から抽選で80名

の方にプレゼントいたします。

QRコードよりアンケートにご回答ください。

アンケート回答締め切り：2022年7月15日（金）

当選者の発表は、賞品のお渡しをもってかえさせていただきます。

応募方法

「専門家」以外の人のためのリサーチ＆データ活用の教科書
問題解決マーケティングの秘訣は、これだ！

米田恵美子

データ利活用の教科書
データと20年向き合ってきたマクロミルならではの成功法則

渋谷智之

4243






